第７回 軽井沢オープンドアスクール（仮称）設置準備会議のまとめ
	日時
	令和８年（2026）３月５日（木） 午後４時00分から午後６時00分まで

	会場
	軽井沢町中央公民館　大講堂

	出席
(敬称略
◎座長
〇副座長）
	◎荒井　英治郎　　　本田　秀夫　　　〇三和　秀平　　　　木村　泰子　　　　西郷　孝彦
福本　理恵　　　　飯澤　幸世　　　　今村　久美　　　　西野　博之　　　　岡田　敏之　　　　
唐沢　浩一（代理）臼田　瑞希（代理）
上原　浩子　　　　山﨑　伸一　　　　久保　貴史　　　　諸星　ひとみ　　　岩崎　ひとみ

	欠席(敬称略)
	本城　慎之介
	傍聴者
	15人

	事務局
	宮本　隆　教育長　　　内堀　繁利　教育推進アドバイザー　　岩井　和成　課長
金井　章宏　課長補佐　金井　拓也　係長
学校教育係　職員　小林　真理　　堀本　淳子
軽井沢高校・教育魅力化推進係　職員　根津　彩香　　桐野　耕介

	議題
	（１）第６回軽井沢オープンドアスクール（仮称）設置準備会議のまとめ
（２）これまでの軽井沢オープンドアスクール（仮称）設置準備会議のまとめ
（３）学校案内について
（４）これまでの軽井沢オープンドアスクール（仮称）設置準備会議の総括
（５）その他

	当日資料
	次第、設置準備会議委員名簿、第６回設置準備会議のまとめ、
スクールコンセプトに関わる意見・質問と事務局対応、
スクールデザインに関わる意見・質問と事務局対応、スクールコンセプト（最終案）、
スクールデザインについて（最終案）、日課（最終案）、教育課程（最終案）、
空間デザイン（最終案）、学校案内に関わる意見・質問と事務局対応、
学校案内（３月５日案）

	主な内容（意見、質問等）

	会議次第について
１．開会
２．教育長挨拶
３．座長挨拶
４．議題
（１）第６回軽井沢オープンドアスクール（仮称）設置準備会議のまとめ
　　【意見・質問等】なし

（２）これまでの軽井沢オープンドアスクール（仮称）設置準備会議のまとめ
　　【意見】・夜間中学において、近隣市町や全県、県をまたいでの転入学も検討いただきたい。
・教員の勤務時間等もあるが、情報共有が非常に重要であるため、情報共有の方法等も検討いただきたい。
・県でメタバース導入が検討されているが、導入された際には積極的に協力いただきたい。
・近隣市町や全県からの受入という意見もあるが定員もあるため、まずは町内の生徒に対象者を絞って支援いただきたい。
・ここはあくまで選択肢の１つであって、ここに来られない子への支援やフリースクール等との連携も行っていただきたい。
・教職員の研修について、事前にどんなコンセプトで、どんな授業があって、どんな心構えで接していく必要があるかということを事前にわかる研修を実施いただきたい。
・学校の中だけで完結するのではなく、地域社会や社会教育とも協働いただきたい。
・教員の意識改革や振り返り、自己省察等をより良いものとするため、ＵＬＴＬＡ等他県でも実施されているプログラムの実施も検討いただきたい。
・教職員はその学校をどう良くするかということに注目しがちなので、システムの中で、外との繋ぎやここへ入れなかった子どもたちの支援方法等の改良も入れていただきたい。
・教職員の研修については、事前研修だけでなく、オン・ザ・ジョブ・トレーニングをできるような環境づくりをしていただきたい。
　　【質問】・カリキュラムや授業の取り方を相談できるカウンセラーや相談員は常駐するか。
・教職員の質や理解がとも重要だが、教職員の研修はどのようにするのか。
・日課の中で、授業間休みの記載がないが、どのようなイメージ化をお教えいただきたい。




	（３）学校案内について
　　【意見】・「この学校のドアは開かれています」という記載が表紙にあるが、定員がある以上落ちる可能性もあるため、記載方法や記載内容を再度検討いただきたい。
・オープンドアスクールという名称を聞いたときにドラえもんのどこでもドアをイメージした。学校案内でドラえもんを活用する等、面白いパンフレットにしていただきたい。
　　【質問】・日課の下に過ごし方の例があるが、自分のやりたい探究学習等だけやって帰る場合も、学びの多様化学校コースの授業時間だけではない時間で通う場合も認められるという認識でよいか。

（４）これまでの軽井沢オープンドアスクール（仮称）設置準備会議の総括
　それぞれの委員より、この間の議論の受け止めや期待感等をいただいた。
　※ご発言については、町ホームページにて議事録を掲載しているため、そちらをご覧ください。

（５）その他
　・令和８年度にも当会議を開催予定。
　　日程については、現時点で未定。
　・「『私たちの学校』づくり」軽井沢フォーラム２０２６を実施予定。
　　実施日は令和８年７月12日





